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1. 日本総合健診医学会が今年6月30日発表した「新
型コロナウィルス感染拡大による健診受診者の動
向と健診機関への影響の実態調査結果」によると、
2020年度の健診受信者数は2019年度と比較して
9.9%減少していた。

2. 特に、2020年4月に発出された１回目の緊急事態
宣言期間（2020年4月7日～5月26日）の健康診断
中止等の影響を受け、2020年4～5月の受診者は対
前年比23.6%であった。

コロナ禍における健診への影響

https://jhep.jp/jhep/sisetu/covid_19.jsp#coronavirus13
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日本人間ドック学会が今年4月6日に発表した昨年度
の「新型コロナ対策と経営に関するアンケート結
果」によると、2020年度の健診収入が2割以上減少し
た施設は32%に上ると予想された。

https://www.ningen-dock.jp/wp/wp-

content/uploads/2020/03/Dock_covid19-enq.pdf
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特に昨年4月の緊急事態宣言発令地区での減収が大きかった。



自己採血型血液検査

コロナ禍での健診受診減少により、様々な自治体に
おいて自己採血型血液検査による地域住民の検査へ
の助成を行うことが加速している。

https://www.smartkensa.com/
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脂質：中性脂肪、総コレステロール、HDL･コレステ
ロール、LDL･コレステロール
腎機能：尿素窒素、クレアチニン
肝機能：AST、ALT、γ-GTP
糖代謝：血糖値、HbA1c
痛風：尿酸
栄養状態：総タンパク、アルブミン

検査項目

2015年に神奈川県の未病市場創出促進事業に採択され、神奈川県の
マイMe-Byoカルテと連携（現在情報連携停止中）





今年1月に伊勢原市で無料で募集





現在鎌倉市で割引助成で募集中



健康診断との違い

1. 検査項目が少ない。
2. 検査結果と判定を見ることができるが、保健指導

がない。（30日間医師と相談できるサービスを追
加したようだが、自治体からの申し込みでは利用
できない）



https://www.jpm1960.org/tob/enkaku.html
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https://minchalle.com/
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